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医療安全文化調査について

医療安全文化とは、「医療に従事する全ての職員が、
患者さんの安全を最優先に考え、その実現を目指す態度
や考え方およびそれを可能にする組織のあり方」と定義
されています。

また、医療機関が良好な医療安全文化を醸成すると、
医療チームの能力が高まり、コミュニケーションエラー
が減り、医療の質が高まること等が報告されています。

医療安全文化調査を用いて、医療安全文化を定量的に
測定し、院内の現状を把握するとともに医療安全文化の
醸成に活用します。



調査期間 2021年11月1日～2021年12月26日

調査方法

調査対象 全職員

調査方法 日本医療機能評価機構
医療安全文化調査支援システムへの入力

システム内の計算により「肯定的回答割合％）」
を算出し、割合が高いほど、医療安全文化が
良好な状態といえる。



「肯定的回答割合」
肯定的回答割合とは「肯定」「やや肯定」の回答割合を指します。ただし、
否定的設問の場合は、「全く思わない」「思わない」などの否定的な回答が
「肯定」「やや肯定」に割り振られます。



設問一覧【設問順】
色付きセルが「肯定」「やや肯定」の回答となります。









結果

医師 17%(186件）

看護師

62%(701件）

コメディカル

14%（159件）

事務員 6%(65件）その他 1%(12件）

領域名 医師 看護師
コメディカル

薬剤部・中央放射線部・栄養部
リハビリテーション部・臨床工学部

事務員 その他

回答数 186 701 159 65 12

図１ 回答総数1123件

回答数
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当センターが
最高値です！



安全文化調査に参加している病院の集計結果を、ベンチマークとして表示しま
す。得点の低い順に病院を並び替えて4 等分したときの、3 つの切れ目をそれぞれ
「75 パーセンタイル値」「中央値」「25 パーセンタイル値」と呼びます。

「75 パーセンタイル値」
並び替えたとき、上位25％の病院の得点。システムの「ベンチマー
ク」では青線で示されます。

「中央値」または「50 パーセンタイル値」
並び替えたとき、順位が真ん中の病院の得点。システムの「ベンチ
マーク」では黄色線で示されます。

「25 パーセンタイル値」
並び替えたとき、下位25％の病院の得点。
システムの「ベンチマーク」では赤線で示されます。

棒グラフの見かた



当センターの得点（棒グラフ）と併せてベン
チマーク結果が、以下の図のように表示され
ます。

右の出来事報告の件数は、当センターの得点
が75 パーセンタイル値を上回っており、他病
院と比較してスバ抜けた強みと言えます。当
センターの誇りです。

左の医療安全の達成度の得点は、順位が真ん
中の得点の病院（中央値）とほぼ重なってお
り、一定の水準に達していると言えます。

棒グラフの見かた



図4 全60病院と当センターの比較（棒グラフ）

肯定的回答割合が高いと、医療安全文化が良好な状態と言えます。



今回の結果分析と今後の課題

今年度の医療安全文化調査に参加した全60施設と比較
して、ほとんどの項目が平均を上回り、医療安全文化が
良好な状態であることが確認出来、出来事報告について
は全病院の最高値をマークし、当センターの職員の報告
文化がトップということが証明されました。一方で、院
内の情報伝達やエラーに関するフィードバックとコミュ
ニケーション等に課題があることが分かりました。イン
シデントの内容や対策の周知など、職員の皆さんへ、よ
りスムーズに情報伝達されるような仕組みを検討したい
と思います。そして、今回の結果を病院の課題として改
善に努めたいと思います。

2022年3月 医療安全管理室


